


研究要旨 川崎病のガンマグロブリン治療(IVIG)不応例に対する IVIG 再投与とステロイ

ド治療では冠状動脈病変合併の発生頻度に有意差がないが、ステロイド療法では冠状動脈

の一過性拡張が見られる。有熱期間ではステロイド療法が短い、等が明らかになった。 


